
各務原市高度医療機器整備費補助金交付要綱 

（令和２年４月１日決裁） 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、地域医療に貢献する市内の医療機関が、地域医療の確保と市民

の健康管理を図るために必要な高度の医療機器の購入に対して、市が予算の範囲内

において高度医療機器整備費補助金（以下「補助金」という。）を交付することに

関し、各務原市補助金交付規則（昭和３８年規則第３４号。以下「規則」という。）

に定めるもののほか、必要な事項を定めるものとする。 

（補助事業者） 

第２条 補助金の交付の対象となる者は、救急病院等を定める省令（昭和３９年厚生

省令第８号）第２条第１項の規定により告示された救急病院又は救急診療所であっ

て、市と救急医療等に関する協定を締結している市内の医療機関とする。 

（補助対象経費） 

第３条 補助金の交付の対象となる経費（以下「補助対象経費」という。）は、高度

医療機器（１機種当たり税込み５，０００万円以上の医療機器をいう。以下同じ。）

の購入に要する経費とし、借入金により購入する場合は、その年度の元金及び借入

利息の償還額を補助対象経費とする。 

（補助金の額） 

第４条 補助金の額は、補助対象経費から寄附金その他の収入額を控除した額の２分

の１の額を限度として予算の範囲内で定めるものとし、１，０００円未満の端数が

生じた場合は、これを切り捨てるものとする。 

（協議） 

第５条 補助金の交付を受けようとする者は、高度医療機器の選定及び借入れの有無

について、あらかじめ、市と協議しなければならない。 

（交付申請） 

第６条 前条の規定による協議が調った者は、補助金の交付を受けようとするときは、

規則第４条第１項に規定する申請書に次に掲げる書類を添付し、市長に提出しなけ

ればならない。 

（１）借入金によらないで高度医療機器を購入する場合にあっては、当該高度医療機

器の購入に係る見積書その他の購入に要する経費が分かるもの 

（２）借入金により高度医療機器を購入した場合にあっては、当該高度医療機器の購



入に係る領収書その他の購入に要した経費が分かるもの、借入れに係る契約書の

写し並びにその年度の元金及び借入利息の償還予定額が分かるもの 

（３）その他市長が必要と認める書類 

 （実施報告） 

第７条 補助事業者は、補助事業が完了したときは、速やかに規則第１１条に規定す

る補助事業実施報告書に次に掲げる書類を添付し、市長に提出しなければならない。 

（１）借入金によらないで高度医療機器を購入した場合にあっては、当該高度医療機

器の購入に係る領収書その他の購入に要した経費が分かるもの 

（２）借入金により高度医療機器を購入した場合にあっては、その年度において元金

及び借入利息を償還した額が分かるもの 

（３）その他市長が必要と認める書類 

（その他） 

第８条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、市長が定める。 

附 則 

この要綱は、決裁の日から施行する。 


